
新潟大災害研年報，第２号（1980年）

AnLRep・Saigai-ken,NjigataUniv.,Nu2（1980）

新潟地方の平野と盆地の発生

一島弧変動からみた高地災害に関する基礎研究一
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（Abstract）

ＴｈｅNiigata，Kashiwazaki，ＴａｋａｄａａｎｄＫｕｎｉｎａｋａｐｌａｉｎｓａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅｂａｓｉｎｓｓｕｃｈａｓＭｕｉｋａ－

ｍａｃｈｉ，T5kamachi，ｅｔｃ．，areconsideredtohavebeenｆｏｒｍｅｄｄｕｒｉｎｇｔｈｅＰＩｅｉｓｔｏｃｅｎｅ、Ｉｎｔｈｅｓｅ

ｐｌａｉｎｓａｎｄｂａｓｉｎｓ，theareaswherethetopographychangesoftensuffermass-movementorsome

otherup1anddisasters、Thepresentwriterhasbeenworkinｇｔｏｃｌａｒｉｆｙｔｈｅｔｉｍｅａｌｌｄｐｒｏｃｅｓｓ

ｏfthetopographicalchangesintheQuaternaryperiod・

Theanticlinesthataredevelopedinthemountainlandandhi］lssurroundjngtheplainsand

baｓｉｎｓａｐｐｅａｒｔｏｈａｖｅｂｅｅｎｃｕｔａｔｔｈｅｉｒboundaries（Ｆｉｇ．１）．ThewriterandhiscolIeagues

interpretedthis［eatureasaresultofreversefaulｔｉｎｇｗｈｉｃｈｏｃｃｕｒｒｅｄｉｎｔｈｅＬａｔｅＰＩｅｉsto-

ceneage（Ｆｉｇ．２）．TherecentinvestigationoftheNiigatadistrict，referringtothegrom小

watersurveyrepo｢ｔｏｆｔｈｅＳａｎｊ５Ａｒｅａ（１９７４），hasdiscIosedthatthegeologyｏｆｔｈｅＫａｍｏ

ａｎｄＳａｎｊ５ａｒｅａｓｉｓｍａｒｋedlydiscordantbetweentheI1illｙｐａｒｔａｎｄｔｈｅｐｌａｉｎｐａｒｔ，ａｓｉｓｎｏｔｉ－

ｃｅｄｉｎＦｉｇｓＢａｎｄ４・Ｔｈｉｓｍａｙｂｅａｓｃｒｉｂｅｄｔｏｆａｕｌｔｉｎｇｗhichoccurredmuchlaterthanthe

deｐｏｓｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅＹａｓｈｉｒｏｄａｆｏｒｍａｔｉｏｎａｔｌｅａｓｔ、Ｂｕｔｔｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎｔｈｅｆａｕｌｔｗａｓａｃｔｉｖｅａｎｄ

ｔｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎｉｔｗａｓａｃｔｉｖａｔｅｄａｇｍｎａｒｅｔｈｅｓｕｂｊｅｃｔｆｏｒｆｕｔｕｒｅｒｅsearch・

AsfortheassignmentoftheYhshirodaformation，whichhasbeenaproblemintheNiigaｔａ

ｄｉｓｔｒｉｃｔａｗａｉｔｉｎｇｓｏｌｕｔｉｏｎ，ｔｈｅｗｒｉｔｅｒｉｎｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｎｓｉｓｔｓｔｈａｔｔｈｅｆｏｒｍａｔｉｏｎｄｏｅｓｎｏｔｂ←

ｌｏｎｇｔｏｔｈｅＵｏｎｕｍａｇｒｏｕｐａｓｉｔｉｓｃｌｅaｒｌｙｄｉｓｔｍｃｔｌｒｏｍｔｈｅｌａｔｔｅｒ・Ｈｉｓｖｉｅｗｉｓｇｒｏｕｎｄｅｄｏｎ

ｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔtheMiddlePleistocenesystemoftheJapaneseIslandhasthecharacteristicred

soilintwohorizonsandtheYkJshirodaformationisassociateｄｗｉｔｈｔｈｅＴｅｄｓｏｉｌ（Thblel）．

Ｎｅｘｔ，ｔｈｅｗｒｉｔｅＴｉｎｆｅｒｓｔｈａｔｉｎｔｈｅｆｏｒｍａｔｉｖｅｓｔａｇｅｏｆｔｈｅｈｉｇｈ－ｌｅｖｅｌｔｅｒｒａｃｅ，whichis

correIatablewiththeT1amaterraceoltheKant5district，theNiigatadistrictalreadybegan

tｏｓｕｆｆｅｒｔｈｅｂＩｏｃｋ－ｔｙｐｅｌａｕｌｔｉｎｇａｓｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇ６，andthedistinctivesignsofplains，ｂａ－

ｓｉｎｓ，ｍｏｕｎｔａｉｎｓａｎｄｈｉｌｌｓｏｆｔｏｄａｙｗｅｒｅｔakingform．
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Ｉまえがき

新潟地方の，新潟・高田・佐渡の国中・柏崎などの平野や六日町．十日町などの盆地が，いずれも第四

紀後半期の段丘形成期に発生したことはすでに知られていることである噺潟第四紀研究クループ,１９７７)。

しかし，こうした低地帯が，氷期，間氷期の海水準変動以外のどんな機構で，また，第四紀後半期のいつ

形成したかということについては，十分に吟味されているとは思われないが，次のような重要な指摘があ

ることも事実である。たとえば，辻村太郎（1942)は，上記の新潟・柏崎・高田などの平野のへりが直線

的であることから，それらの平野は山地に対して断層崖を以て接しているとのべている。また，新潟県地

質図説明書（1977)は，新潟平野東縁の北部では，更新世～沖積世などに活動した記録のある断層が平野

部と山地部を境しているとし，また，新潟平野の東縁の南半部では焼曲崖によって平野部と丘陵部が境さ

れているとし，柏崎平野についてもその東縁部が焼曲崖になっていることも指摘しており，高田平野の東

縁の北半部は焼曲崖らしく，その南半部は断層関係にあるとしている。そして，これら平野部の形成は，

結局，島弧変動期におけるブロック化によって生じたものであろうと推論している点が注目される。

そもそも，筆者らが，上記のような平野や盆地の縁辺部の地質構造に関心をよせている理由は次の通り

である。第１の理由は，上記の新潟県地質図説明書も指摘しているように，新潟県地方の低地帯が，鮮新

世～第四紀において，相次いで生じた断裂～陥没，あるいは，それによって生じた摺曲一とりわけ背斜

一と焼曲によって形成した可能性がある（藤田，1970.1976）という点にある。第２のそれは，これ

もすでにのべたことであるが(藤田，１９７８），新潟地方に限らず，日本列島の各地において，鮮新世～第

四妃に生じた断裂～陥没盆地の縁辺部に生じた断層地形や断層古地形の急変部，同じく，こうした断層を

基礎にして生じた焼曲部ないしは断層部そのものなどが，しばしば，土石流・地すべり・山崩れといった

高地型災害の内因の一つになっているということにある。このことに関して，高浜・青木（1979）が指摘

しているように，島弧変動期に生じたより古い年代の崩壊物が，しばしば，現在の崩壊（地すべり）の材

料の提供者となっていることにも注目すべきである。

以上が，筆者が，新潟地方の平野と盆地の形成について検討をすすめている理由であるが，本論では

とくに，新潟平野，十日町盆地，五日町盆地などの縁辺部の，鮮新世末から第四紀中期に生じた変動を中

心に検討をすすめることにする。

Ｈ平野と盆地の縁辺部の地質構造

平野や盆地と山地や丘陵地との境界部における地質構造のうち，第三系～第四系の背斜構造が平野

部の低地形によって切られている点が注目される。図－１はそれを示したものである。この図でわかるよ

うに，新潟平野東縁の北半部でも，背斜群は西側の平野部にカットされ，南半部の新津～三条などの丘陵

地でも西側は平野部にカットされ，北方では背斜群の尖端は平野部へしずみこんでいる。六日町盆地や十

日町盆地でも，その両側の摺曲帯は平野部に切られている。新潟平野の西側についても，ほぼ似たような

ことがいえる。柏崎平野や高田平野の東縁や西縁についても同様である。

以上のように，平野や盆地が，そのへりで，背斜構造を切っているとしたが，新潟県地質図説明書（

１９７７）ものべているように，このような部分が，しばしば，焼曲崖をなしているという指摘もある。た

とえば，十日町盆地の西縁の南半部では，魚沼層が急斜する焼曲部を境にして盆地と丘陵地が見事に分離
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している（魚沼団研グループの調査結果，１９７９）

例もみられる。

このように，背斜部や焼曲部が平野部によって

切られているとしたのであるが，切られていると

いうその構造が何を意味するのかについて吟味し

てみよう。

図－２は，南三条付近，長岡付近，十日町～五

日町付近を東西方向に切った地質断面図である。

これらの断面図でわかるように，たとえば，南三

条付近の背斜群は，その西方の新潟平野の低地帯

とは，推定逆断層によって境されており，その反

対側の弥彦山地と新潟平野の境界部にも，弥彦山

地側の背斜にも，推定逆断層が発達しているとさ

れている。さらにまた，長岡付近でも，平野の

西側の丘陵地に発達する背斜や焼曲は，やはり，

推定逆断層で切られており，反対側の三島町背後

の背斜群とその東側の新潟平野とは，同じく推定

逆断層で境されている。さらに，五日町盆地の西

縁の背斜も，その東側の盆地とは逆断層で接して

いる。
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図－１新潟地方における背斜軋麟と平野部の分布

横線部：先第三系，点部：背斜軸の集中部
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図－２新潟平野を東西に切る地質断面図（新潟県地質図,１９７７を修正）

Ｐ：古生層，＋印：花こう岩，Ｔ：津川層，Ｎｔ：七谷層，Ｔ：寺泊層，Ｓ：椎谷層，Ｎ：西山層，

Hｚ：灰爪層，Ｕ：魚沼層，Ｖ印：火砕岩

Fig2GeologicalsectionsoftheE～WdirectionintheNiigatabasin

P；paleozoic，crosssign：ｇｒａｎｉｔｅ，Ｔ～Ｓ：ＭｉｏｃｅｎｅＤＮ：Ｐｌｉｏｃｅｎｅ，Ｈｚ～Ｕ：PIeistocene，
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このように，平野部が山地や丘陵部を切っているということは’要するに断層によって切られていると

いうことである。ただし，上記の断層のいくつかは推定の断層であるという点に注意しなければならない。

しかし，推定とはいいながら，それ相当のボーリング資料にもとづいた，地下における推定断層である｡

こうした平野部と山地ないし丘陵部との境界の構造に関して次のような重要な資料が知られている｡そ

れは，新潟県商工労働部企業振興課による新潟県三条地区地下水の調査報告書（１９７４）に記載されてい

る三条付近のボーリング資料による地下地質の対比である。
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図一３加茂市付近における丘陵地と平野部の地質

構造の対比（三条地区地下水調査報告，１９７４）

破線は地層の不連続性をいみする。

Ｆｉｇ．３Correlation（igureo｛ｔｈｅｃｏｌｕｍｎｏｒ

ｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｈｉｌｌｐａｒｔ（Honai）ａｎｄｔｈｅ

ｐｌａｊｎｐａｒｔ（Ｋａｍｏ）

図－４束三条付近の丘陵地と平野部の地質構造
の対比（図－３に同じ）

破線は地層の不連続性をいみする。

Ｆｉｇ．４Correlationfigureofthecolumnor

sectionofｔｈｅｈｉｌｌｐａｒｔ（Honjy6ji)ａｎｄｔｈｅ

ｐｌａｉｎｐａ｢ｔ（HigashiSanjy6）

図－３と図－４がそれである。図－３は，加茂市付近を通って東西方向にかけて行ったボーリング資料

の対比を示したものである。このように，丘陵部の地質と加茂付近の柱状図を比較すると，少なくとも

魚沼層の中～上部層は断層によって，かなりのくいちがいが生じているとしか解釈できないことが明らか

にされている。いわゆる矢代田層が断層で切られるかどうかは不明であるが，それがいちじるしく焼曲を

うけていることがよみとれる。図－４は，東三条付近を通る東西間のボーリング資料を比較した図である。

この図において丘陵地の本成寺の地質と，平野部縁辺の東三条の地質を比較すると，丘陵地には，魚沼層

や矢代田層の多くが欠除し，丘陵地と平野部との間において，少なくとも，矢代田層をはじめとして，第

三系～第四系が，断層関係にあることを認めざるを得ない。

このように，平野部と山地ないし丘陵地との間の地質は断層関係にあるのが一般とみられるが，この断

層は，上記のどの図からもわかるように，平野部のブロックカ相対的におちこみ，山地や丘陵地の側のブ

ロックが相対的に隆起するといった関係にある。

、断層の形成期の問題

平野や盆地と，山地や丘陵地との間が，断層関係にあり，しかも，それらの関係が，魚沼層や矢代田層
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の堆積後に成立したことは疑いない。しかし，それらが，矢代田層堆積後のいつ，どのようにして形成し
たかについては，あまり明らかにされていない。

たとえば，新潟県地質図説明書（1977）によれば，新潟平野の東縁北半部では，櫛形山脈の縁辺にみら

れる断層は沖積世にも動いたとされ，それは活断層をなしているとされている。このつづきの断層は，安
田丘陵を切っているとされているが，それは更新世中期～更新世後期のはじめ頃に活動したといわれてい
る。しかし，これ以上に，上記の断層の，第四紀における活動をくわしく解析した例はないようである。

さきに，平野や盆地と山地や丘陵地との境界に，背斜群や焼曲などの構造がよく発達することについて

のべたが，こうした背斜群や焼曲は，すでにのべたように基盤における断層の落差の地表への表現である。

このことは，すでに鈴木ら（1974)や藤田・高浜（1979)などによって指摘ずみである。藤田らは，図一

２などにもとづいて，前記の平野や盆地と山地や丘陵地との境界にみられる背斜群や焼曲群は，平野部を

つくる箱型の向斜の両翼に生じた構造で，こうした下位には，鈴木らの指摘する断層が存在しているとし

たが，これらの断層は，新第三紀の堆積盆地が発生したときに生じた陥没部の断層が再活動したものであ

ることも指摘した。ここにいう新第三妃の堆積盆地というのは，一つには，いわゆるグリーンタフの堆積

盆地発生期の陥没のことで，多分，西黒沢期のそれであり，もう一つは，それらと－部重なって発生する

こともあろうが，鮮新世の西山層の堆積期に発生した，いわゆる島弧変動期の発生期の陥没のそれである。

さきにのべたように，平野や盆地と山地や丘陵地との境界の断層の活動史の詳細は，まだ十分に検討さ

れていない。とりわけ，更新世の中～後期や沖積世などにおける活動史についてはほとんど手付かずの状

況であるかに見える。

以下に更新世中期の変動の問題について吟味し，上記の問題解決のための糸口にしたいと思う。

Ⅳ新潟地方の矢代田層 、のの「

拳
魚沼層群最上部層と,いわゆる矢代田層の分布を

示したのが図－５である。この図から明らかなよ

うに，魚沼層の堆積期の末期に，堆積の中心部が

高田・柏崎・新潟などの平野部に集中したのち，

さらに，いわゆる矢代田層は柏崎から新潟平野の

中心に近い部分に進行した。しかし，魚沼層群の

堆積盆地が消滅直後に，新潟平野の東側の山地は

急激な隆起のために局所的陥没が生じ，山麓扇状

地型礫層（名木沢層）や，土石流型礫層（陣が峯

層）といった矢代田層に属する地層が堆積してい

る。このようなタイプの矢代田層は，また.，ほか

に知られていないが，今後，ほかにも発見できる

可能性があろう。

なお，矢代田層が，魚沼層群の上部に属するの
＊

か，それともB11個のものであるかということにつ

いては，今もって定説がないようであるが，筆者

Ｉ

煮

議三二重、
、

９口ﾛﾛ、

図－５魚沼層上部層（破線部）と矢代田層（点部）
の分布図横線部は先新第三系

Ｆｉｇ．５Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｍａｐｏｆｔｈｅｕｐｐｅｒｍｏｓｔ
ｍemberoftbeUonumaformation（broken

line）ａｎｄtheso-calledYhshirodaformation

（dottedparts）

*新潟県内における上部魚沼層群と矢代田眉の厳密な対比と整理がない限り．この問題は解決されない。というのは，人

によって，同じ層名を使用しながら，対象がちがっていることがあるからである。
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ｌま，表－１に示したような対比からして後者の見

方が正しいと考える。すなわち，矢代田層や，こ

の地域の高位段丘礫層などの上部には必ず赤色土

を伴っている。全国的にみて赤色土を伴うのは，

西南日本でいえば，古いものは，中期更新世の播

磨累層や浄谷累層などの上部であり，関東でいえ

ば屏風浦層上部などである。そして，魚沼層群の

上部や，これに対比される大阪層群や上総層群の

上部には，このような現象はみられない。このよ

うなことからしても，矢代田層は，魚沼層群の堆

積末期の産物ではなくて,それよりあとの，中期更

新世の独特の地層なのである。

新潟地方には，図－６に示したような高位段丘

礫層とよばれているものが分布している。これら

が，いわゆる中位段丘礫層と異なり，かつ，矢代

田層と異なることは，一部の地層の所属を除けば

一般的な認識とされているようである（高野，1９

表－１新潟・関東・関西などの諸地方における中
期更新統の対比

⑧：赤色土，Ｒ：やや赤色士

下abIeLCorrelaiiontableoftheforｍａｔｉｏｎｓ

ａｎｄｔｈｅｔｅｒｒｅｃｅｄｅｐｏｓｉｔｓｏ、Niigata，Ｋａｎｔｏ
ａｎｄＫａｎｓａｉｄｉｓｔｒｉｃｔｓｉｎｔｈｅｍｉddlePleisto-

cene.⑧:ｒｅｄｓｏｉＩ，Ｒ：IightredcoIoursoil

１９７９）。

これら段丘礫層上部にもいちじるしい赤色土が

発達しているのであって，表－１の対比からして

も，この段丘が，多分，関西の上町段丘とか，関

東の多摩段丘といった高位段丘に対比できること

をいみする。こうした考えに随えば，中期更新世

末の下末吉段丘がＩ新潟地方の中位段丘に対比さ

れるということになるのではあるまいか。

以上が，３層にわたる赤色±層を以て，新潟地

方の中～高位段丘と矢代田層問題が整理できると

いうのが，筆者の考えである。これに加えていわ

ゆるくされ礫層もこうした基準になるであろうと

は,小林忠ﾗ':b､意見でもある。

！

蕊ｇｌ０Ｕﾓｰｂ
Ｖ高位段丘形成期以後の変動

図－６高位段丘堆積物（黒点部）と推定ブロック
さて，高位段丘面の高度はまちまちであるが，

（直線で囲った部分）の分布

横線部：先新第三系，ａ：高位段丘発達ブロック高野（1979)によると，それは，この付近一体の

Ｆｉｇ．６，istributionmapofthehighterrece丘陵地の切峯Uｍ（頚城面）のえがくカーヴと一致
depositsandtheestimatedblocks（siege

しており，それは，高位段丘形成後に，丘陵地が
ｐａｒｔ）

成長したことを示す証拠とされている。

図－６によると，高位段丘が発達しているのは，新潟平野の東側の丘陵地で，西側の丘陵地には全く見

＊口頭による。
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られない。また，高田平野の場合は，主として海岸よりの，東西両側の丘陵地域や山地によく発達してい

る。これらの分布からまず気づくことは，新潟平野の東側の丘陵地に高位段丘が分布し，東側のそれに分

布しないということである。このことは，新潟平野の両側の丘陵地が高位段丘形成期に，異る変動様式を

示したことをいみする。もう一つ気づくことは，新潟平野の東側の丘陵地では，高位段丘の発達する地域

と発達しない地域とが，南北方向へ交互に配列しているという点である。それは恰も高位段丘の形成期に

変動様式を異にするブロックが交互に活動したこといみすると考える。図－６の直線で囲った部分がその

推定ブロックである。ここで表－２鮮新世から更新世中期までの地殻変動表一最近の生層序学に
変動様式を異にするという したがって，灰爪層を第四系とした－

いみは，高位段丘面の発達し波線は不整合，Ｇ：ギュンツ，Ｍ：ミンデル，Ｒ：リス

ているようなブロックは，高Ｔ宮bIe2CorrelationchertoIthecrustaImovements（ｒｏｍＰｌｉｏ－
ｃｅｎｅｔｏｍｉｄｄ]ｅＰ１ｅｉｓ[ｏｃｅｎｅｉｎＮｉｉｇａｔａｄｉｓｔｒｉｃｔ、

位段丘面形成期には変動を停
Ｗａｖｅｌｉｎｅ：umcomformity，Ｇ：Giinz，Ｍ：ｍｉｎｄｅｌ，Ｒ：Ｒｉｓｓ

止し，高位段丘を伴わないブ

隆陥摺擁ブ
ロックは連続して隆起したた 口

め，－部ブロック|こ段丘がツク

土FII士十，十PqA、＿＋-ＬＲ、一十つアレ 起没曲ＨⅡイヒ刻まれなかったといったこと

である。

このようにみてくると，さ

きにのべた，平野や盆地と高

地や丘陵地の境界部のうち，

少なくとも，新潟平野の東縁

では，高位段丘形成期からブ

ロックの境界として，断裂し

た可能性がある。そして，こ

うしたブロックの連動は上記

のように，大ブロックの運動

というよりは，１辺の大きさ

が２０～５０ｋｍていどの矩形状の小ブロックの変動とみることができる。

平野や盆地と高地や丘陵地との境界の断層の運動は，このように，すでに高位段丘形成期にはじまった

といえる。

ところで，図－６に示したブロックの境界付近には，その後の中位～低位段丘が発達している部分が知

られているので，おそらく，高位段任期に生じたブロック連動は，引きつづき，中位～低位段丘の形成期

に引きつがれて，より大きな変動を示したものと思われる。

しかしながら，中位～低位段丘は，図－６に示したような目の粗いブロックの変動だけでは説明しきれ

ない。おそらく，中位段丘～低位段丘の形成期には，新しいブロック化や侵食が進んだのであろう。いづ

れにせよ，高位段丘から中位段丘へ，そして低位段丘へと，その構造の変遷史を追求し，それらの結果が

筆者の目的とする高地災害のいかなる内因として働くかについて検討することが今後に残された課題であ

る。
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